
令和 7年 7月　八戸市

事業者のための



１　循環型社会の構築に向けて ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥
２　国民、事業者並びに国及び地方公共団体の役割等 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥
３　廃棄物処理の基本原則：事業者の処理責任 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥
４　廃棄物とは ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥
５　処理基準等 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥

 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥
　　（2）収集運搬の基準（令第６条第１項第１号、令第６条の５第１項第１号）
　（1）保管基準（規第８条、規第８条の13）

 ‥‥‥
　　（3）中間処理の基準 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥
　　（4）最終処分（埋立処分）の基準 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥
　　（5）産業廃棄物の取扱い上の注意 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥
６　二以上の事業者による産業廃棄物の処理に係る特例 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥
７　産業廃棄物の処理委託 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥
　　（1）委託の基準（令第６条の２、令第６条の６） ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥

 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥
８　産業廃棄物処理業の許可 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥
９　産業廃棄物処理施設の設置・変更及び維持管理 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥
　　（１）設置許可が必要な産業廃棄物処理施設 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥
　　（２）産業廃棄物処理施設の設置・変更許可に係る手続き ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥
　　（３）産業廃棄物の処理施設の変更 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥
　　（４）廃棄物処理施設の維持管理 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥

 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥
 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥

 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥
 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥

　　（１）建設工事等から発生する廃棄物 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥
　　（２）建設工事関係者の役割分担 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥
　　（３）廃棄物の処理計画を立てましょう ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥
　　（４）建設資材廃棄物の引渡完了報告制度について ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥
　　（５）青森県建設系廃棄物適正処理推進行動指針について ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥

 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥
　　（１）医療関係機関等から発生する主な廃棄物 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥
　　（２）感染性廃棄物とは ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥
　　（３）施設内における感染性廃棄物の処理 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥
　　（４）感染性廃棄物の収集・運搬（令第６条の５）‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥
　　（５）管理体制の確立 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥

 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥
 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥

 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥
 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥

 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥

凡例　法：廃棄物の処理及び清掃に関する法律（昭和45年法律第137号）
　　　令：廃棄物の処理及び清掃に関する法律施行令（昭和46年政令第300号）
　　　規：廃棄物の処理及び清掃に関する法律施行規則（昭和46年厚生省令第35号）
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　　（2）マニフェストシステム（法第12条の３）
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12　建設業関係の廃棄物
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第五次循環型社会形成推進基本計画

　循環型社会形成推進基本計画は、循環型社会形成推進基本法に基づき、循環型社会の形成に関する
施策の総合的かつ計画的な推進を図るために策定され、本計画は概ね５年ごとに見直しを行うものと
されていることから、令和６年８月２日に第五次循環型社会形成推進基本計画が閣議決定されました｡
　新たな計画では、気候変動や生物多様性保全といった環境面の課題に加え、産業競争力強化・経済
安全保障・地方創生・質の高い暮らしの実現といった社会課題の同時解決にもつながるものである循
環経済への移行を国家戦略として位置づけ、その実現に向けて、2030年度までに国が講ずべき施策を
示しています。

１　循環型社会に関する全体像の指標と2030年度目標値
　＜物質フロー指標＞
　　① 資源生産性　約60万円／トン
　　② 一人当たり天然資源消費量　約11トン／人・年
　　③ 再生可能資源及び循環資源の投入割合　約34％
　　④ 入口側の循環利用率　約19％
　　⑤ 出口側の循環利用率　約44％
　　⑥ 最終処分量　約11百万トン
　＜取組指標＞
　　⑦ 循環型社会ビジネスの市場規模　80兆円以上
　　⑧ 循環型社会形成に関する国民の意識・行動
　　　 ・廃棄物の減量化や循環利用、グリーン購入の意識　90％
　　　 ・具体的な３Ｒ行動の実施率　50％
　　⑨循環経済への移行に関わる部門等由来の温室効果ガス排出量
　　　 ・循環経済への移行に関わる部門由来　約343百万トン-CO2／年（参考値）
　　　 ・廃棄物部門由来　約29百万トン-CO2／年（参考値）
　　⑩カーボンフットプリントを除いたエコロジカルフットプリント（数値目標設定なし）

２　循環型社会形成に向けた取組の進展のための５つの柱（重点分野）
　　① 循環型社会形成に向けた循環経済への移行による持続可能な地域と社会づくり
　　② 資源循環のための事業者間連携によるライフサイクル全体での徹底的な資源循環
　　③ 多種多様な地域の循環システムの構築と地方創生の実現
　　④ 資源循環・廃棄物管理基盤の強靱化と着実な適正処理・環境再生の実行
　　⑤ 適正な国際資源循環体制の構築と循環産業の海外展開の推進

「第五次循環型社会推進基本計画（概要)」を加工して作成
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プラスチック資源循環法
・プラスチック廃棄物の排出抑制、再資源化に関する環境配慮設計
・ワンウェイプラスチックの使用の合理化
・プラスチック廃棄物の分別収集、自主回収、再資源化　等

Ｒ4.4施行
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プラスチック資源循環法
・プラスチック廃棄物の排出抑制、再資源化に関する環境配慮設計
・ワンウェイプラスチックの使用の合理化
・プラスチック廃棄物の分別収集、自主回収、再資源化　等

Ｒ4.4施行
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・政令で定める施設において生じた廃溶剤であるトリクロロエチレン、テトラクロロエチレン、ジクロロ
メタン、四塩化炭素、1,2-ジクロロエタン、1,1-ジクロロエチレン、シス-1,2- ジクロロエチレン、
1,1,1-トリクロロエタン、1,1,2-トリクロロエタン、1,3-ジクロロプロペン、ベンゼン又は1,4-ジオキ
サン（濃度に関係なく特別管理産業廃棄物となる）
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・政令で定める施設において生じた廃溶剤であるトリクロロエチレン、テトラクロロエチレン、ジクロロ
メタン、四塩化炭素、1,2-ジクロロエタン、1,1-ジクロロエチレン、シス-1,2- ジクロロエチレン、
1,1,1-トリクロロエタン、1,1,2-トリクロロエタン、1,3-ジクロロプロペン、ベンゼン又は1,4-ジオキ
サン（濃度に関係なく特別管理産業廃棄物となる）

メタノール

引火性廃油の種類
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自己運送業者の氏名又は名称
　・識別しやすい色の文字
　・90ポイント以上の大きさの文字（1）

※電子マニフェストを使用する場合は紙のマニ
フェストの代わりに①電子マニフェスト使用証及
び②以下の事項を記載した書類を携帯すること｡
・運搬する産業廃棄物の種類及び数量
・その運搬を委託した者の氏名又は名称
・運搬する産業廃棄物を積載した日
・積載した事業場の名称、連絡先
・運搬先の事業場の名称、連絡先
（ただしこれらの事項が電子機器等で常に確認
できる状態であれば②の携帯は不要）
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管理型処分場
　腐敗・分解したり、汚水を発生するなど変化する
おそれのある産業廃棄物を埋立する処分場で、浸出
液処理施設や遮水工が設けられています。

　性状的に安定した安定型産業廃棄物５品目だけを
埋立できる処分場です。

安定型処分場
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　難溶性の重金属化合物も濃度の高い廃酸、廃アルカリとの接触により可溶性の化合物に変わるものも
ある。また、一般的に重金属類の溶出値はpHが低いほど増加し、また、pHが高くなりすぎると、溶出値
が増大する。
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　難溶性の重金属化合物も濃度の高い廃酸、廃アルカリとの接触により可溶性の化合物に変わるものも
ある。また、一般的に重金属類の溶出値はpHが低いほど増加し、また、pHが高くなりすぎると、溶出値
が増大する。
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